
憲
法
は
こ
れ
ま
で
幾
多
の
危
機
を

乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
改
憲
論
者

の
安
倍
首
相
が
07
年
９
月
に
辞
職
し

た
以
降
、
そ
の
動
き
は
下
火
に
な
っ

た
か
の
よ
う
に
見
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震

災
を
口
実
に
、
改
憲
勢
力
の
動
き
が

急
浮
上
し
て
い
ま
す
。

自
民
党
、
み
ん
な
の
党
、
立
ち
上

が
れ
日
本
、
「
橋
下
・
維
新
の
会
」

な
ど
が
改
憲
案
を
次
々
に
出
し
、
民

主
党
も
負
け
じ
と
党
内
の
憲
法
調
査

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ

で
は
読
売
新
聞
の
憲
法
改
正
試
案
（

98
年
６
月
）
に
加
え
て
産
経
新
聞
が

来
年
５
月
ま
で
に
新
憲
法
要
綱
の
作

成
を
宣
言
（
３
月
27
日
）
し
て
い
ま

す
。
そ
の
改
憲
勢
力
は
憲
法
前
文
と

９
条
の
改
悪
、
国
民
の
権
利
の
制
約

が
共
通
し
て
い
ま
す
。

憲
法
９
条
は
時
の
政
府
が
自
衛
と

い
う
名
の
侵
略
戦
争
を
二
度
と
し
な

い
た
め
に
、
交
戦
権
を
否
定
し
戦
力

は
一
切
持
た
な
い
こ
と
を
定
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
歴
代
保
守
政
権
は
、

こ
れ
ま
で
の
憲
法
９
条
の
解
釈
改
憲

（
自
衛
隊
は
自
衛
の
た
め
必
要
最
小

限
度
の
実
力
）
を
重
ね
、
今
や
日
本

を
世
界
有
数
の
軍
事
大
国
に
し
て
き

ま
し
た
。
ま
さ
に
解
釈
改
憲
か
ら
明

文
化
改
憲
に
舵
を
切
る
も
の
で
す
。

自
衛
隊
は
「
自
衛
」
の
名
に
よ
る

米
軍
と
の
一
体
的
軍
事
行
動
を
さ
ら

に
拡
大
、
事
実
上
の
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
が
可
能
な
状
態
ま
で
来
て
い

ま
す
。
11
年
か
ら
は
沖
縄
・
南
西
諸

島
防
衛
と
い
う
動
的
防
衛
戦
略
に
よ

る
対
中
国
シ
フ
ト
に
変
更
し
、
日
本

は
今
や
「
海
外
で
戦
う
自
衛
隊
」
に

な
っ
て
い
ま
す
。

改
憲
勢
力
の
手
法
は
一
致
し
て
い

ま
す
。
憲
法
96
条
を
先
ず
変
え
、
衆

参
両
院
の
各
過
半
数
で
改
憲
発
議
を

可
能
と
さ
せ
る
国
民
投
票
（
改
憲
手

続
き
法
）
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

次
に
憲
法
前
文
や
９
条
変
え
、
自

衛
隊
を
軍
隊
に
、
象
徴
天
皇
を
元
首

に
し
、
国
民
的
諸
権
利
を
制
限
す
る

条
項
な
ど
を
入
れ
込
ん
だ
改
憲
原
案

を
国
民
投
票
で
成
立
さ
せ
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

改
憲
原
案
を
審
査
す
る
衆
参
各
憲

法
審
査
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
改

憲
の
ピ
ッ
チ
は
加
速
し
て
い
ま
す
。

改
憲
を
許
さ
ず
、
人
ら
し
く
生
き

ら
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
民
衆

の
声
を
大
き
く
し
ま
し
ょ
う
。
護
憲

政
党
と
政
治
勢
力
は
団
結
し
共
同
行

動
に
起
ち
上
が
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
に
新
社
会
党
は
全
力
を
挙
げ
奮

闘
し
ま
す
。

新社会党
こんにちは
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共同の力で改憲を阻もう！

憲法をくらしと政治に活かそう

■
日
本
国
憲
法
は
施
行
65
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
戦
争
の
廃
墟
か
ら
、

不
死
鳥
の
よ
う
に
蘇
っ
た
日
本
、
そ
の
原
動
力
は
民
衆
の
平
和
を
希
求

す
る
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
、
そ
れ
を
支
え
た
日
本
国
憲
法
で
し
た
。
し
か
し

今
、
憲
法
は
風
雲
急
を
告
げ
る
危
険
な
事
態
に
入
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

足
並
み
そ
ろ
え
る
改
憲
勢
力

前
文
・
９
条
を
否
定
、
国
家
主
義
へ

憲法施行
65周年



2012年5月(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外

原
発
再
稼
働
の
キ
ー
マ
ン
枝
野
経
産
相
。
国

会
で
「原
発
を
ゼ
ロ
に
し
た
い
」と
答
弁
し
た
か
と

思
え
ば
、
大
飯
原
発
の
地
元
福
井
県
に
は
「
原

発
は
必
要
な
電
源
」と
伝
え
る
な
ど
、
ブ
レ
に
ブ
レ

ま
く
り
ま
し
た
。
真
意
は
耐
用
年
数
の
40
年
間
（

元
は
30
年
）は
活
用
し
、
「40
年
後
に
ゼ
ロ
に
す
る

方
向
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。
民
主
党
の
前
原
政

調
会
長
も
「
再
稼
働
は
推
進
と
は
別
」と
フ
ォ
ロ

ー
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
政
府
の
言
葉
を
信
じ
る

も
の
は
い
ま
せ
ん
。

原
発
は
、
人
類
が
発
見
し
た
“第
２
の
火
”と

言
わ
れ
ま
す
。
日
本
の
商
業
運
転
歴
は
46
年
。
９

電
力
で
は
関
西
電
力
美
浜
原
発
２
号
機
が
最

初
で
１
９
７
２
年
７
月
に
運
転
開
始
、
関
電
は
現

在
11
基
を
抱
え
、
原
発
依
存
率
が
最
も
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
全
発
電
量
に
占
め
る
原

子
力
の
比
率
は
73
年
が
２
・１
％
、
85
年
は
23
・７

％
、
00
年
35
・１
％
、
10
年
の
計
画
で
は
２
０
３
０

年
に
は
53
％
に
引
き
上
げ
る
予
定
で
し
た
。

こ
の
原
子
力
の
暴
走
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
の

は
、
福
島
第
一
事
故
で
命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ

た
人
び
と
の
叫
び
で
し
た
。
そ
れ
で
も
政
府
・電
力

会
社
・財
界
は
、
再
稼
働
に
執
心
し
、
「減
原
発

」
で
ご
ま
か
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
命
よ
り
国
策
（

核
）
、
命
よ
り
経
済
（
利
潤
）
の
対
立
と
分
裂
が

剥
き
出
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

原
発
推
進
の
根
拠
は
、
８
月
の
ピ
ー
ク
時
の

電
力
不
足
で
す
。
原
発
を
持
つ
９
電
力
は
、
北

海
道
、
関
西
、
九
州3

社
が
不
足
し
、
な
か
で
も

関
電
は
16
・
３
％
に
な
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
推

進
派
の
予
測
は
供
給
力
を
低
く
、
需
要
を
過
多

に
見
積
も
る
の
が
常
で
す
。
震
災
前
の
２
０
１
０

年
３
月
の
発
電
設
備
量
は
２
億
３
７
１
５
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
、
う
ち
原
子
力
が
４
８
８
５
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。

原
子
力
を
ゼ
ロ
と
す
る
と
１
億
８
８
３
０
万
キ
ロ
ワ

ッ
ト
、
こ
の
年
夏
の
ピ
ー
ク
時
（８
月
７
日
）は
１
億

５
９
１
３
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、
不
足
は
ク
リ
ア
ー
で
き

ま
す
。
関
電
管
内
の
不
足
は
、
中
国
や
四
国
か

ら
の
融
通
、
休
止
中
の
火
力
発
電
の
整
備
、
他

発
電
事
業
者
や
自
家
発
電
か
ら
の
調
達
、
さ
ら

に
節
電
で
十
分
や
り
く
り
で
き
ま
す
。

私
た
ち
は
、
原
発

再
稼
働
に
も
電
気
料

金
の
値
上
げ
に
も
反

対
し
ま
す
。

お問い合わせ先

新社会週
刊

５月５日に「原発ゼロ」永遠に続けよう

再
稼
働
中
止
、

全
50
基
を
廃
炉
へ

も
う
誰
も
政
府
を
信
じ
な
い

５
月
５
日
午
後
11
時
、
北
海
道
電
力
泊

原
発
３
号
機
が
定
期
検
査
入
り
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
全
国
の
50
基
す
べ
て
が
停
止

し
、
「原
発
ゼ
ロ
」が
現
実
と
な
り
ま
し
た
。

「な
ん
だ
、
原
発
が
な
く
て
も
大
丈
夫
じ
ゃ

な
い
」
。
政
府
は
、
国
民
が
「
脱
原
発
」
を

生
活
感
覚
と
し
て
体
験
す
る
こ
と
を
も
っ

と
も
恐
れ
、
関
西
電
力
の
大
飯
原
発
３
、

４
号
機
を
先
行
し
て
再
稼
働
さ
せ
よ
う

と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
元
近
畿
圏
の
反
発
が
強
く
、

「
一
瞬
ゼ
ロ
」
を
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
私
た
ち
は
、
福
島
の
原
発
震
災

を
体
験
中
の
も
の
と
し
て
、
「
再
稼
働
中

止
」
「
全
原
発
廃
炉
」
「
永
遠
に
原
発
ゼ
ロ
」

を
め
ざ
し
ま
す
。

命
の
危
機
が
暴
走
を
止
め
る

電
力
は
あ
る
、
料
金
値
上
げ
反
対

先
ず
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